
フェリー乗り場から見た待機所

人々を迎入れたり送り出したりとつながりが起こる場を見守るおおらかな屋根

既設
待合所

N

荷捌所
バス待機所

フェリー
乗り場

1. 沖縄本島北部の玄関口として周辺離島との“つながり” 3. 人と人の“つながり” 4. 周辺環境との“つながり”2. 行動の“つながり”

本部港

伊江島

与論島

奄美群島

沖永良部島

本部港は伊江島をはじめ、奄美群島など沖縄本島への玄関口として 計画地には様々な行動で“つながる”場である。 本部港の周辺環境を見渡すと前方には「伊江島タッチュー」

瀬底島の「台地状の地形」、後方には「八重岳」に囲まれている。
周辺環境の風景と“つながり”をもたせた屋根は周りの風景と呼応
した形態とする。

瀬底島

伊江島

周辺離島との“つながり”がある。新たな施設は本部港へ来られた
旅行でおとずれた人と帰る人、出会いと別れなど新たな施設には
いくつもの人と人との“つながり”が起こる場となる。
鉄骨の構造体が軽やかな印象をもたせ、木屋根が人と人の
つながりをやさしく包み込むあたたかな空間を提供する 。

全ての利用者を迎え入れる。
・フェリーの乗船を待つ待機場所や荷捌きを行う場所
・修学旅行などの団体利用者の待機場所
それぞれの行動によって、相互に関係がうまれる場となる。

八重岳

さまざまな出来事を創出する4つのつながり

“ C o n n e c t ” r o o f
2020　OKINAWA U-40 DESIGN COMPETITION

“ コ ネ ク ト ” ル ー フ

おおきな屋根が本部港の新たなシンボルとなり
訪れる人々をやさしく包み込む



壁を設けず視線が通る計画

バス待機所や旅客待合室へ
安全に行き来できる動線計画

荷捌スペース

荷捌
スペース

待機スペース

ゆるやかなスロープを設けバリアフリーに配慮

荷捌所と利用者の動線を明確に分ける

団体利用でも支障ない広々とした空間の確保

フェリー待機スペース

view

断面計画
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view

スロープ

旅客待合所

フェリー乗船所

平面計画 S=1/200

N

荷捌スペース
スロープ

段差をつけることにより利用者と重機の動線に
境界が生まれ、大小様々なスペースで安全に
船を待つ・休憩することが可能

旅客待合所から直接アプローチでき
スムーズに乗下船することが可能

view

荷捌き作業が効率よく作業できるよう
スペースを広くとる

スロープ

荷捌スペース

バス待機所へも荷捌所通らず
安全に行き来できる

コンテナを置かない際は荷捌きスペースを
休憩場となることが可能

建物周囲を砂利敷とし
雨水の処理は既存側溝へ流す

杭は打たず軟弱な地盤に対応した基礎形状とする

パーゴラ

既存待合室 荷捌スペース
フェリー
待機所

日差しや雨風から
利用者を守る屋根

スムーズな利用動線
待合室からの眺望に配慮

荷捌作業に影響のない
高さ、スペースを確保

乗客と交わることなく
直接フェリーへの積荷が
可能となる動線の確保

団体利用も可能な
広々とした空間

延べ面積      ：410㎡
最高高さ ：7.40m

主構造　 ：S造
待機スペース：380㎡

建築面積      ：510㎡
施設概要

屋根構造 ：木造

緩やかなスロープにすることで誰でも
容易に行き来できる

修学旅行など
団体利用も可能

view

view

フェリー待機所
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